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本
稿
の
目
的

　
現
代
の
訴
訟
制
度
は
、
国
家
が
こ
れ
を
営
為
す
る
当
事
者
の
権
利
保
護
の
制
度
で
あ
り
、
市
民
社
会
に
於
い
て
は
、
そ
の
内
部
秩
序
に

つ
き
自
律
性
を
有
つ
が
、
紛
争
の
強
制
的
解
決
機
構
を
有
せ
ず
、
最
終
的
な
強
制
担
保
を
国
家
に
求
め
て
い
る
。
そ
こ
に
、
権
利
を
実
現

し
又
法
的
救
済
を
求
め
る
者
の
利
用
に
よ
っ
て
、
始
め
て
発
動
さ
れ
る
紛
争
解
決
制
度
と
し
て
の
存
在
理
由
が
あ
る
。
そ
の
終
局
の
目
的

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
判
決
に
よ
る
権
利
の
実
在
化
に
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
二
当
事
者
主
義
訴
訟
構
造
が
と
ら
れ
、
訴
訟
に
お
け
る
事
実
の
主
張
及
び
法
律
的
構
成
は
、
当
事

者
の
責
任
と
さ
れ
、
当
事
者
の
支
配
権
が
決
定
的
で
あ
り
、
裁
判
所
は
当
事
者
の
申
立
て
な
い
事
項
を
当
事
者
に
帰
せ
し
め
る
事
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
機
構
の
下
に
な
さ
れ
た
判
決
が
、
と
き
と
し
て
現
実
の
権
利
義
務
関
係
と
異
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
不
当
判
決

あ
る
い
は
誤
判
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
制
度
の
た
め
、
並
び
に
当
事
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
で
止
む
を

得
な
い
事
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
か
、
又
か
か
る
不
当
判
決
を
う
け
る
こ
と
が
敗
訴
の
当
事
者
に
と
っ
て

不
満
を
い
だ
か
せ
、
ひ
い
て
は
裁
判
の
威
信
に
も
関
係
す
る
が
、
一
層
、
裁
判
所
が
敗
訴
者
の
激
昂
を
あ
び
る
の
は
、
勝
訴
者
が
不
正
不

当
な
主
張
を
形
式
的
に
正
当
ず
け
る
目
的
で
、
故
意
に
違
法
・
反
公
序
良
俗
的
行
為
を
行
い
、
た
め
に
不
当
判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
で
あ

る
。
か
か
る
場
合
に
も
、
そ
の
判
決
が
国
家
意
思
の
宣
言
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
永
久
不
可
侵
の
権
利
と
し
て
与
え
て
然
る
べ
き
だ
ろ

う
か
。
或
い
は
ま
た
、
実
体
的
正
義
を
優
先
さ
せ
て
そ
の
効
力
に
限
界
を
も
た
す
べ
き
か
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
確
定
判
決
に
よ
っ
て

紛
争
を
終
局
的
に
解
決
し
、
法
的
安
全
を
計
ろ
う
と
す
る
民
事
訴
訟
制
度
の
根
本
と
の
関
係
を
い
か
に
な
す
べ
ぎ
か
が
間
題
と
な
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
国
家
制
度
た
る
民
事
訴
訟
制
度
の
利
用
も
、
他
の
法
領
域
に
於
け
る
如
く
、
当
然
に
行
動
の
規
範
た
る
信
義
則
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
そ
の
基
礎
と
し
て
、
不
法
訴
訟
の
概
念
構
成
を
な
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
判
決
の
効
力
を
、
特

に
既
判
力
に
限
定
し
て
判
例
に
現
わ
れ
た
事
象
及
び
学
説
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
解
決
に
一
つ
の
方
向
を
見
出
す
こ
と
を
そ
の
主
た
る

目
的
と
す
る
。

二
　
不
法
訴
訟
の
概
念
の
確
定
及
び
そ
の
類
型



　
陶
　
概
念
の
確
定

　
不
法
訴
訟
の
概
念
の
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
根
底
を
な
す
訴
訟
制
度
に
お
け
る
当
事
者
の
行
為
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

て
、
広
狭
の
差
異
を
生
ず
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
こ
の
点
、
不
法
訴
訟
は
、
広
く
訴
訟
に
於
け
る
当
事
者
の
主
体
的
意
図
に
重
点
を
置
い

て
考
察
を
要
す
る
か
ら
、
当
事
者
が
信
義
誠
実
に
反
す
る
方
法
を
も
っ
て
、
意
識
的
に
訴
訟
秩
序
を
害
し
、
又
は
相
手
方
を
害
す
る
事
を

目
的
と
し
て
訴
訟
を
し
た
場
合
を
総
て
不
法
訴
訟
の
概
念
に
く
み
入
れ
て
考
え
た
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
現
行
民
事
訴
訟
制
度
で
は
、

訴
状
審
査
に
つ
き
形
式
主
義
が
行
わ
れ
、
実
体
権
の
存
否
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
「
事
前
審
査
」
が
き
わ
め
て
限
定
的
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
こ
に
不
法
訴
訟
の
介
在
す
る
基
盤
が
あ
る
。

　
一
方
、
現
代
の
民
事
訴
訟
は
、
総
て
の
権
利
主
張
に
対
し
て
形
式
的
訴
権
を
与
え
、
裁
判
所
は
権
利
主
張
者
か
ら
の
請
求
（
訴
訟
上
の

請
求
）
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
審
理
を
開
始
す
る
建
前
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
訴
を
提
起
し
た
原
告
の
請
求
に
理
由
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
不
法
訴
訟
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
そ
の
訴
が
不
適
法
で
あ
り
、
そ
の
請
求
が
理
由
の
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
訴
が
却
下
さ
れ
又
は
棄
却
さ
れ
る
に
止
ま
る
。
蓋
し
、
起
訴
自
由
の
原
則
の
下
に
於
い
て
、
権
利
主
張
を
す
る

た
め
に
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
り
、
且
つ
適
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
起
訴
自
由
と
い
え
ど
も
、
訴
訟
が
国
家
制

度
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
絶
対
無
制
約
の
も
の
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
不
法
訴
訟
と
は
そ
の
概
念
を
具
体
的
に
は
、
形
式
的
訴
権
を
不
当
に
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
訴
訟
秩
序
を
破
壊
す
る
こ

と
、
或
い
は
、
実
体
法
上
の
不
法
行
為
が
認
定
さ
れ
う
る
訴
訟
に
於
け
る
当
事
者
の
行
為
を
い
う
と
定
義
し
う
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
不

法
訴
訟
の
成
立
の
一
般
的
基
準
を
た
て
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
概
念
自
体
が
具
体
的
個
別
的
に
構
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
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不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力

八
八

る
。

　
（
一
）
　
訴
訟
は
社
会
生
活
の
一
場
面
で
あ
り
、
信
義
則
は
社
会
規
範
と
し
て
の
一
般
条
項
で
あ
る
。
し
か
し
て
平
和
的
社
会
観
に
立
脚
す
る
限
り
、
訴

　
　
　
訟
に
於
け
る
そ
の
妥
当
性
が
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
訴
訟
を
闘
争
的
社
会
観
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
自
ら
そ
の
領
域
が
狭

　
　
　
量
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
中
村
（
宗
）
・
「
民
事
訴
訟
に
於
け
る
二
、
三
の
問
題
」
（
未
川
還
歴
記
念
論
集
）
三
七
一
頁
以
下
参
照
。

　
二
　
不
法
訴
訟
の
類
型

一
　
広
義
の
不
法
訴
訟
に
属
す
る
類
型

e
　
訴
訟
制
度
を
不
当
に
乱
用
す
る
場
合
。

　
悪
意
の
当
事
者
が
、
訴
訟
法
上
形
式
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
救
済
手
段
を
乱
用
し
て
、
相
手
方
及
び
裁
判
所
に
対
し
て
不
測
の
損
害
を

蒙
ら
せ
る
場
合
で
あ
る
。
①
　
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
先
ず
乱
訴
を
あ
け
る
事
が
で
き
る
。
同
一
事
由
に
基
き
無
意
味
な
訴
を
執

拗
に
提
起
し
、
或
は
逆
に
相
手
方
の
強
制
執
行
を
遅
滞
さ
せ
る
た
め
に
、
各
種
の
執
行
関
係
訴
訟
を
徒
ら
に
提
起
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
招

来
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
之
等
の
場
合
に
は
、
相
手
方
或
い
は
裁
判
所
に
無
用
な
手
数
と
労
力
を
使
わ
せ
、
更
に
は
経
済
的
時
間
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

損
失
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
形
式
的
訴
権
を
乱
用
し
た
場
合
で
あ
る
。
②
　
次
に
、
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
仮
装
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

を
挙
げ
る
事
が
で
き
る
。
仮
装
訴
訟
に
よ
り
訴
訟
手
続
を
、
不
当
の
目
的
を
も
っ
て
乱
用
す
る
易
合
で
あ
る
。

⇔
　
訴
訟
当
事
者
一
方
が
訴
訟
上
不
誠
実
に
権
利
を
行
使
す
る
場
合
。

　
訴
訟
当
事
者
の
一
方
が
背
信
的
・
不
誠
実
な
意
図
な
い
し
方
法
を
以
っ
て
、
相
手
方
に
損
害
を
加
え
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

上
の
権
利
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

㊧
　
訴
訟
上
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
方
法
で
権
能
を
行
使
す
る
場
合
。

①
訴
訟
当
事
者
の
態
度
が
裁
判
所
に
対
す
る
関
係
で
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
場
合
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
民
事
訴
訟
手
続
を
訴
訟
当
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

が
不
当
に
乱
用
し
て
い
る
場
合
。
即
ち
、
不
純
な
目
的
の
た
め
に
提
起
さ
れ
た
仮
装
訴
訟
の
場
合
で
あ
る
。

②
訴
訟
当
事
者
の
態
度
が
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
場
合
。
公
示
送
達
の
盗
取
、
即
ち
訴
訟
当
事
者
の
一
方
が
、

相
手
方
の
所
在
地
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
秘
匿
し
て
公
示
送
達
の
申
立
を
行
い
、
そ
の
許
可
を
受
け
、
裁
判
所
を
し
て
公
示
送
達
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

わ
し
め
る
と
い
う
例
を
あ
げ
る
事
が
で
き
る
。

二
　
狭
義
の
不
法
訴
訟
に
属
す
る
類
型

O
　
訴
訟
の
相
手
方
に
対
し
て
、
犯
罪
そ
の
他
不
法
行
為
を
成
就
す
る
た
め
に
、
訴
訟
を
利
用
し
て
行
う
不
法
行
為
。
訴
訟
詐
欺
が
之
に

当
た
る
。
金
員
を
騙
取
せ
ん
と
す
る
目
的
の
た
め
に
債
権
証
書
を
偽
造
し
、
之
に
基
い
て
債
務
履
行
の
訴
を
提
起
し
、
勝
訴
の
確
定
判
決

　
　
　
　
（
七
）

を
得
た
場
合
。

⇔
　
仮
装
訴
訟
で
判
決
が
不
法
取
得
さ
れ
て
い
る
場
合
。
①
被
告
が
判
決
を
利
用
し
な
い
と
原
告
が
約
束
し
た
の
で
、
合
意
に
従
っ
て
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

席
の
勝
訴
判
決
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
。
②
更
に
相
手
方
の
滞
在
地
を
知
り
な
が
ら
不
明
と
し
て
、
公
示
送
達
の
方
法
を
取
り
（
日
罠
訴
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

七
八
条
）
、
擬
制
自
白
を
利
用
さ
せ
て
勝
訴
判
決
を
得
る
場
合
。
そ
の
他
暴
利
・
強
迫
訴
訟
等
が
之
に
属
す
る
。

㊧
　
当
事
者
が
良
俗
に
反
す
る
方
法
で
実
体
的
判
決
の
基
礎
に
影
響
を
及
ぽ
し
た
場
合
。
①
離
婚
訴
訟
に
於
け
る
相
姦
者
の
虚
偽
の
証
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
一
）

を
意
識
的
に
利
用
す
る
場
合
。
②
偽
証
を
当
事
者
と
計
画
通
り
に
共
同
し
た
場
合
。
⑥
鑑
定
の
詐
取
。
㈲
主
要
な
事
実
を
故
意
に
沈
黙
す

　
　
（
一
四
）

る
場
合
。
等
が
之
に
属
す
る
。
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（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
こ
の
よ
う
な
訴
は
シ
カ
ー
ネ
的
な
訴
権
の
乱
用
と
な
る
。
猶
、
こ
の
様
な
訴
が
提
記
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
が
原
告
の
権
利
保
護
の
要
求
を

無
視
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
（
因
8
垢
F
旨
薫
お
器
ψ
一
8
“
）
、
或
は
、
こ
れ
に
対
し
て
弁
論
期
日
の
指
定
を
拒
否
で
き
る
か
（
男
o
ω
睾
げ
震
鯨

い
魯
3
8
げ
α
o
ω
8
耳
ω
畠
自
§
三
ぢ
3
器
ゆ
8
0
算
㈱
2
・
炉
ド
勲
Z
涛
δ
o
F
ド
℃
㈱
島
」
。
G
o
．
ω
畠
9
匿
①
℃
㈱
＆
層
戸
一
〇
　
参
照
）
ま
た

こ
の
よ
う
な
訴
を
提
起
し
た
者
に
対
し
て
審
訊
し
た
上
で
、
訴
訟
外
の
措
置
を
こ
う
ず
る
か
　
（
切
霊
B
恩
昌
鼻
N
N
始
8
ω
。
一
8
）
の
間
題
を

生
ず
る
Q

　
相
手
方
と
通
謀
し
て
、
虚
偽
の
実
体
判
決
を
得
よ
う
と
意
図
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
民
事
訴
訟
制
度
の
使
命
を
ふ
み
に
じ
る

の
み
な
ら
ず
、
相
手
方
に
裁
判
所
に
不
信
を
抱
か
せ
る
事
に
な
る
o
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
仮
装
訴
訟
に
於
け
る
手
続
追
行
の
た
め
自
白
を
乱

用
し
て
、
第
三
者
に
損
害
を
蒙
ら
し
め
る
場
合
で
あ
り
、
拘
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
確
知
し
た
と
き
、
そ
の
訴
を
不
適
法
と
し
て
却
下

す
べ
き
こ
と
に
な
る
（
霊
零
ダ
N
窪
霞
巴
げ
冨
洋
ま
『
ω
富
緯
の
出
ロ
ユ
O
o
ヨ
o
ぎ
自
零
震
ミ
巴
9
昌
単
智
訂
嚥
㎝
ρ
ψ
oo
印
。
）
。

　
信
義
則
が
訴
訟
の
分
野
に
も
支
配
す
べ
き
原
則
で
あ
る
以
上
、
訴
訟
手
続
に
於
て
も
、
訴
訟
上
の
権
利
を
乱
用
す
る
行
為
は
、
訴
訟
上
の
信
義

則
違
反
行
為
の
一
つ
に
外
な
ら
な
い
　
（
閃
”
q
日
懸
辞
①
一
層
N
’
N
型
＄
ψ
＝
9
）
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
揚
合
に
は
、
当
該
当
事
者
の
企
図
し
た
訴

訟
上
の
効
果
が
発
生
し
、
そ
れ
に
基
く
不
当
な
利
益
か
そ
の
者
に
帰
属
す
る
こ
と
が
抑
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
、
当
該
訴
訟
行
為
は
不

適
法
な
訴
訟
行
為
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
な
お
、
相
手
方
の
実
体
法
上
の
権
利
な
い
し
地
位
を
侵
害
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
基
い
て
訴
法
上
の
権

利
が
乱
用
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
当
該
訴
訟
当
事
者
が
本
案
に
つ
い
て
敗
訴
判
決
を
う
け
る
の
み
な
ら
ず
、
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
償
還
債
務
を
負

い
、
事
情
に
よ
っ
て
は
損
害
賠
償
債
務
を
負
担
す
る
不
利
益
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
後
的
・
実
体
的
抑
制
を
も
っ
て
充
分
と
み
る
の
が

正
し
い
（
切
餌
5
B
窃
q
似
旨
鼻
鉾
鉾
O
‘
ψ
一
一
9
）
o

　
ド
イ
ッ
判
例
は
、
か
か
る
場
合
、
訴
訟
手
続
上
の
不
利
益
を
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
許
さ
れ
な
い
が
、
当
該
当
事
者
が
勝
訴

判
決
を
確
得
し
た
と
ぎ
は
、
独
民
八
二
六
条
に
基
き
、
相
手
方
が
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て



（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

（
一
〇
）

（
二
）

（
二
一
）

（
二
二
）

（
一
四
） 右

判
決
の
効
果
が
事
実
上
剥
奪
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
（
押
9
ω
匹
一
8
｝
ψ
臼
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
揚
合
に
は
、
あ
え
て
「
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
は
無
効
と
す
る
」
と
す
る
規
範
を
用
い
て
、
訴
を
排
斥
す
る
ま
で
も

な
く
、
司
法
制
度
の
不
当
乱
用
の
視
点
か
ら
不
適
法
性
を
帯
び
る
。

　
国
Φ
＝
＆
α
q
”
ど
総
ヨ
ω
。
臨
O
●

　
訴
訟
詐
欺
の
行
は
れ
る
領
域
は
極
め
て
広
く
、
原
告
の
み
な
ら
ず
、
被
告
に
於
て
も
、
又
第
三
者
を
介
在
し
て
之
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の

点
の
詳
細
は
長
尾
・
「
訴
訟
詐
欺
と
不
法
行
為
」
法
学
志
林
四
一
巻
一
二
号
三
頁
以
下
。

　
カ
・
O
N
．
らQ
O
。
ψ
N
斜
O
。

　
類
例
菌
O
N
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①
ど
8
貸
お
一
ω
8
●

戸
ρ
N
●
ω
P
匿
鱒
‘
即
O
●
N
。
一
ω
ρ
曽
ω
（
N
ミ
）
。

勾
●
O
N
■
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ρ
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ご
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q
ρ
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O
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①
ω
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N
o
o
Q
旧
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①
仰
N
o
o
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犀
O
・
窒
＜
。
一
〇
N
9
ω
D
一
犀
o
o
●

卑
ρ
≦
”
旨
。
一
8
ρ
2
賊
昏
P
斜
9

罰
O
・
｝
≦
。
一
〇
N
oo
u
ω
．
一
〇〇
㎝
ω
噂

三
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力

閣
（
し
、

意
義
　
不
法
訴
訟
の
判
決
と
は
、
公
序
・
良
俗
に
反
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
若
し
く
は
か
か
る
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
訴
を
提
起

そ
の
意
図
せ
る
確
定
判
決
を
得
た
場
合
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
事
例
は
二
に
詳
述
し
た
処
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
既
判
力
の
制
度
は
、

　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

法
的
安
全
・
法
平
和
維
持
の
利
益
を
そ
の
主
要
な
眼
目
と
す
る
。
従
っ
て
、
判
決
が
確
定
す
れ
ば
そ
の
内
容
に
つ
い
て
既
判
力
を
生
じ
、

後
に
そ
の
判
決
の
不
当
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
、
そ
の
効
力
を
当
然
に
排
除
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
判
決
の
確
定

力
は
、
訴
訟
手
続
の
蝦
疵
そ
の
他
判
決
の
誤
り
を
治
癒
す
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
決
の
内
容
は
事
件
の
解
決
と
し
て

必
ず
し
も
妥
当
な
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
既
判
力
の
効
力
を
徹
底
的
に
支
持
す
る
こ
と
が
著
し
い
不
公
平
の
結
果
を
来
し
、
法

的
安
定
性
を
保
持
す
る
以
上
に
幣
害
を
生
じ
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
民
事
訴
訟
法
は
、
た
め
に
再
審
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、

再
審
の
訴
は
確
定
判
決
の
既
判
力
を
排
除
す
る
目
的
を
持
つ
制
度
で
は
あ
る
が
、
そ
の
事
由
を
訴
訟
に
内
在
す
る
違
法
に
限
定
し
て
い
る

が
（
四
二
〇
条
一
項
）
、
そ
れ
で
充
分
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
判
決
の
確
定
力
排
除
の
必
要
が
あ
っ
て
然
る
べ
ぎ
で
は
な
い

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
理
論
は
極
め
て
錯
綜
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
に
対
す
る
救
済
を
判
例
に
顕
れ
た
と
こ
ろ
を
通
じ
て
、
考
察
す
る

こ
と
と
す
る
。

二
　
判
例

（一
　
不
法
手
段
に
よ
り
不
当
判
決
を
獲
得
す
る
意
思
の
あ
っ
た
場
合
、
訴
訟
詐
欺
・
強
迫
等
不
法
手
段
に
よ
り
不
当
判
決
を
受
け
た
た
め

損
害
を
蒙
っ
た
者
は
、
別
訴
に
於
い
て
不
法
行
為
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
が
出
来
る
か
。
こ
の
点
ド
イ
ッ
大
審
院
は
、
古
く
よ
り
不
法
行

為
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求
に
つ
い
て
は
、
一
部
学
説
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
判

例
は
否
定
し
て
い
る
。
以
下
年
代
順
に
重
な
る
も
の
を
か
か
げ
る
。
即
ち
、
①
当
初
は
給
付
判
決
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
債
務
者
が
判

決
の
条
件
た
る
宣
誓
を
履
行
し
た
と
の
債
権
者
の
虚
偽
の
主
張
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
判
決
に
基
き
債
務
額
を
支
払
っ
た
場
合
（
犀
ρ
N

国
α
一
●
ψ
逡
）
。
②
原
告
が
被
告
を
あ
ざ
む
き
欠
席
判
決
は
実
際
上
之
を
執
行
し
な
い
旨
確
約
し
て
、
被
告
を
口
頭
弁
論
期
目
に
出
頭
さ



せ
ず
、
一
且
勝
訴
の
確
定
判
決
を
受
け
る
や
不
信
に
も
前
言
を
ひ
る
が
え
し
て
そ
の
判
決
を
執
行
し
た
場
合
　
（
刃
ρ
N
8
’
ψ
鯉
O
）
。

い
ず
れ
も
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
る
。
な
お
こ
れ
よ
り
先
、
大
審
院
は
不
法
訴
訟
に
つ
き
、
不
当
利
得
の
成
立
を
否
定
し
て
「
不
当
利

得
請
求
（
0
9
象
9
凶
o
）
は
、
給
付
義
務
の
存
在
せ
ざ
る
事
を
前
提
と
す
る
。
故
に
不
当
利
得
請
求
を
認
容
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
確

定
し
た
前
訴
判
決
の
認
定
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
刃
O
N
●
o
。
9
ω
』
8
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
来
既
判
力
の
否
定
を
必
要
と

す
る
。
し
か
し
、
大
審
院
は
既
判
力
の
否
定
に
ふ
れ
な
い
で
い
ず
も
不
法
行
為
の
面
か
ら
裁
判
し
た
。
⑧
高
利
の
消
費
貸
借
債
務
を
手
形

に
書
換
え
、
又
は
暴
利
の
消
費
貸
借
を
低
利
に
仮
装
し
た
賃
金
請
求
訴
訟
に
於
い
て
、
原
告
は
被
告
を
強
迫
し
、
被
告
が
口
頭
弁
論
期
日

に
出
頭
し
或
い
は
暴
利
の
抗
弁
を
提
出
す
る
場
合
は
、
原
告
は
直
ち
に
抵
当
権
を
実
行
し
て
、
被
告
所
有
の
不
動
産
を
競
売
さ
せ
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

ろ
う
と
称
し
て
、
被
告
の
抗
弁
叉
は
出
頭
を
阻
止
し
た
場
合
（
罰
P
N
』
P
ω
」
鵠
）
。
㈲
原
告
が
既
に
弁
済
に
よ
り
消
滅
し
た
債
務
に
つ

い
て
、
請
求
の
訴
を
起
し
、
宣
誓
を
し
た
上
、
弁
済
を
受
け
た
こ
と
を
否
認
し
た
結
果
、
被
告
敗
訴
の
給
付
判
決
を
受
け
確
定
し
、
再
審

期
間
経
過
後
に
原
告
の
虚
偽
宣
誓
が
判
明
し
、
不
法
行
為
に
基
く
損
害
賠
債
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
判
決
理
由

で
、
　
「
既
判
力
は
故
意
に
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
者
が
、
因
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
根
本
原
則
を
失
効
せ
し
め

る
も
の
で
は
な
い
。
確
定
判
決
の
事
実
及
び
効
力
が
正
に
罰
す
べ
き
違
法
行
為
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
、
訴
訟
当
事
者
の
一
方
が
、
偽
誓
及

び
欺
圏
に
よ
っ
て
確
定
判
決
を
不
当
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
欺
岡
者
が
犯
罪
行
為
の
方
法
に
よ
っ
て
誘
致
し
た
判
決
の
結
果
得
た
も
の

が
、
既
判
力
の
保
護
の
下
に
動
か
し
え
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
生
来
の
法
感
情
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
再
審
の
規
定
は
、

損
害
賠
償
の
訴
を
除
外
す
る
も
の
で
な
い
。
蓋
し
、
再
審
の
規
定
は
単
に
訴
訟
法
上
認
め
た
確
定
せ
る
判
決
の
取
消
の
方
法
で
あ
っ
て
、

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
を
是
認
す
る
こ
と
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
不
法
行
為
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る
（
即

　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

〇
N
●
＆
。
の
胡
）
。
⑥
高
利
貸
が
債
務
者
の
居
住
地
が
不
明
と
の
虚
偽
の
申
立
を
な
し
、
公
示
送
達
の
申
請
を
し
、
勝
訴
の
閾
席
判
決

を
得
て
確
定
し
た
。
然
る
に
債
務
者
か
ら
高
利
貸
を
相
手
ど
り
、
閾
席
判
決
に
基
く
債
務
不
存
在
及
び
債
務
名
義
引
渡
の
訴
を
提
起
し
た

処
、
大
審
院
は
之
を
認
め
て
、
そ
の
理
由
で
判
決
の
形
式
的
確
定
力
は
民
法
八
二
六
条
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
。
「
不
正
の
上
に

正
の
極
印
を
押
す
目
的
の
た
め
、
故
意
に
違
法
に
確
定
判
決
を
誘
致
し
た
場
合
に
は
、
既
判
力
の
効
果
は
破
壊
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い

る
（
戸
ρ
N
曾
・
ψ
G。
3
ら
お
・
ω
8
）
。
こ
の
点
従
来
、
裁
判
所
が
不
法
行
為
を
認
定
す
る
に
際
し
て
、
既
判
力
自
体
に
つ
い
て
は
ふ

れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
判
例
に
於
い
て
既
判
力
否
認
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
判
例
は
必
ず
し
も
こ
の
態
度
を
維
持
し

て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
既
判
力
を
否
認
す
る
な
ら
ば
不
当
利
得
返
還
請
求
を
も
認
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
判
例
が
こ
の
占
隔
に
つ
い
て

不
当
利
得
返
還
請
求
を
認
め
た
事
例
は
存
し
な
い
。
⑥
更
に
確
定
判
決
が
形
成
判
決
で
あ
る
場
合
に
も
亦
、
同
一
の
理
論
で
之
を
認
め

た
。
即
ち
夫
が
良
俗
に
反
す
る
方
法
で
離
婚
判
決
を
得
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
妻
の
損
害
賠
償
請
求
を
是
認
し
て
い
る
が
、
確
定
判
決
そ

の
も
の
は
何
等
攻
撃
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
さ
れ
る
（
戸
O
N
。
胡
●
ψ
曽
ω
）
。

二
　
判
決
を
受
く
る
こ
と
自
体
に
違
法
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
訴
訟
遂
行
に
違
法
性
の
存
す
る
場
合
。
当
事
者
が
裁
判
所
を
欺
岡
す
る
様

な
手
段
で
判
決
を
誘
致
し
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
訴
訟
遂
行
或
い
は
そ
の
利
用
に
違
法
の
存
す
る
場
合
に
も
、

民
法
八
二
六
条
の
損
害
賠
償
の
訴
を
許
容
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
に
至
っ
た
。
①
妻
が
離
婚
の
訴
を
提
起
し
た
の
に
対
し
て
、
夫
は
妻
が

或
る
男
と
姦
通
し
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
、
離
婚
の
反
訴
を
提
起
し
た
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
が
姦
通
の
相
手
で
あ
る
男
を
証
人
と
し
て
尋

問
を
求
め
た
処
、
こ
の
証
人
は
姦
通
の
事
実
を
否
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
妻
も
叉
自
分
は
心
臓
病
の
た
め
、
一
般
に
夫
婦
生
活
の
不
能
で
あ

っ
た
こ
と
を
主
張
し
、
右
証
人
の
証
言
を
支
持
し
、
そ
の
証
人
に
宣
誓
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
夫
の
反
訴
は
棄
却
さ
れ
、
妻
の
離
婚
及
び



扶
養
料
請
求
の
本
訴
は
別
の
理
由
で
認
容
さ
れ
た
。
夫
は
そ
の
後
、
民
法
八
二
六
条
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
の
訴
を
妻
に
提
起
し
た
。
大

審
院
は
、
之
に
対
し
、
前
訴
に
於
け
る
妻
の
行
為
を
良
俗
違
反
と
し
て
、
夫
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
容
し
た
。
か
か
る
場
合
、
損
害
賠
償

の
要
件
審
査
は
前
訴
訟
の
確
定
判
決
の
既
判
力
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
（
界
O
N
」
臼
。
ψ
田
）
。
⑧
同
様
の
思
慮
は
、
勝
訴
せ
る
当
事

者
が
判
決
の
言
渡
に
つ
い
て
、
既
に
裁
判
所
又
は
相
手
方
に
対
し
て
正
し
い
裁
判
を
妨
害
す
る
行
為
を
と
っ
た
場
合
に
、
輔
層
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
か
か
る
方
法
に
基
い
て
訴
訟
中
、
既
に
判
決
に
良
識
に
反
し
て
影
響
を
与
え
よ
．
）
と
試
み
た
者
は
、
彼
が
不
当
判
決

を
利
用
し
た
場
合
に
は
彼
に
そ
の
行
為
の
責
任
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
も
し
そ
の
判
決
に
基
い
て
い
る
場
合
に
は
、
良
俗
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

し
て
盗
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
罰
P
N
●
ま
9
ψ
ミ
O
）
等
、
既
判
力
を
大
幅
に
制
限
す
る
態
度
に
出
て
い
る
。

三
　
我
国
の
判
例

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
我
国
の
判
例
を
み
る
と
、
そ
の
態
度
は
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
。

O
　
当
事
者
の
一
方
が
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
に
よ
り
、
確
定
判
決
を
得
た
る
場
合
に
於
い
て
も
、
そ
の
既
判
力
の
排
除
は
、
再
審

を
別
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。

　
⑥
「
再
度
の
欠
席
に
よ
り
故
障
を
棄
却
せ
ら
れ
た
判
決
は
、
縦
令
相
手
方
に
欺
か
れ
て
其
の
判
決
を
受
け
た
る
も
の
と
難
も
、
取
消
又

は
原
状
回
復
の
訴
に
よ
り
取
消
さ
れ
ざ
る
以
上
は
、
其
の
効
力
を
失
う
も
の
に
非
ず
。
」
（
大
、
六
、
一
二
、
二
七
、
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
）

　
㈲
「
…
…
既
判
力
は
、
其
の
確
定
判
決
が
再
審
の
訴
に
よ
り
、
取
消
さ
れ
ざ
る
限
り
其
の
効
力
を
有
し
、
確
定
判
決
が
不
法
の
目
的
を

遂
げ
た
た
め
に
、
訴
訟
当
事
者
一
方
の
虚
偽
の
主
張
に
基
く
も
の
な
り
と
の
事
由
に
よ
り
、
直
ち
に
其
の
既
判
力
を
否
定
し
得
べ
き
も
の

に
あ
ら
ず
」
。
（
昭
、
二
、
一
、
二
一
、
大
審
院
判
決
・
評
論
一
六
巻
民
訴
三
四
〇
頁
）

　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
⑥
更
に
不
当
利
得
返
還
請
求
の
間
題
に
つ
い
て
「
…
…
確
定
判
決
は
実
に
確
定
の
債
務
名
義
と
謂
ふ
べ
し
。
従
っ
て
確
定
判
決
の
強
制

執
行
上
、
金
銭
を
支
払
ふ
も
、
之
を
以
て
法
律
上
の
原
因
な
く
し
て
金
銭
を
支
払
い
た
る
も
の
と
謂
ふ
こ
と
得
ざ
れ
ば
、
不
当
利
得
を
原

因
と
し
て
、
之
が
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
は
勿
論
な
り
と
す
」
。
（
大
審
院
明
治
三
八
、
二
、
二
、
民
一
録
二
輯
一
〇
二
頁
）

⇔
　
こ
れ
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
認
め
た
る
事
例

　
⑥
「
訴
訟
当
事
者
が
不
当
認
定
判
決
を
得
る
に
至
る
手
段
方
法
が
刑
事
裁
判
所
に
於
て
犯
罪
行
為
と
し
て
罰
す
べ
ぎ
も
の
な
る
こ
と
明

確
な
り
た
る
以
上
、
勝
訴
者
は
故
意
を
以
て
国
家
の
裁
判
機
関
を
通
じ
敗
訴
者
の
権
利
を
侵
害
し
、
之
に
損
害
を
加
え
た
る
も
の
と
し
て

不
法
行
為
の
責
に
任
す
べ
き
も
の
と
す
」
（
和
歌
山
地
裁
明
治
四
五
、
六
、
二
八
、
評
論
一
巻
四
〇
八
頁
）
。

　
㈲
国
有
林
下
戻
の
行
政
訴
訟
に
於
て
請
求
者
が
立
証
上
文
書
を
偽
造
行
使
し
当
該
吏
員
を
錯
誤
に
陥
ら
し
め
因
て
勝
訴
の
利
決
を
受
け

た
場
合
に
つ
き
、
　
「
訴
訟
関
係
者
が
立
証
上
文
書
を
偽
造
す
る
こ
と
は
訴
訟
上
に
於
け
る
不
法
行
為
に
し
て
民
法
に
所
謂
詐
欺
に
因
る
法

律
行
為
と
性
質
を
異
に
す
る
を
以
て
、
法
律
行
為
の
法
則
を
以
て
之
を
律
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
民
事
訴
訟
に
於
け
る
再
審
の
規
定
は
、

確
定
せ
る
終
局
判
決
の
変
更
を
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
再
審
の
規
定
存
す
る
が
た
め
、
確
定
判
決
を
変
更
す
る
に
非
ざ
れ
ば
訴
訟
上
の

不
法
行
為
に
対
し
損
害
賠
償
の
責
任
を
帰
せ
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
る
理
由
」
は
、
之
れ
を
認
め
難
い
と
し
て
損
害
賠
償
の
訴
を
認
め
る

（
大
三
、
三
、
七
大
審
院
民
録
二
〇
輯
一
九
五
頁
）
。

㊧
　
な
お
、
請
求
異
議
の
訴
に
よ
り
救
済
を
認
め
て
い
る
判
例
が
あ
る
（
大
審
院
判
例
昭
一
五
、
二
、
三
民
集
コ
○
頁
）
。

　
（
一
）
　
之
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
原
告
が
独
占
事
業
、
ま
た
は
被
告
に
対
す
る
経
済
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
強
大
な
実
際
上
の
勢
力
を
も
つ

　
　
　
場
合
に
、
そ
の
地
位
を
悪
用
し
、
本
来
、
法
律
上
正
当
の
理
由
の
な
い
債
務
に
つ
き
支
払
命
令
の
発
布
を
求
め
、
支
払
命
令
及
び
そ
の
仮
執
行
宜



　
　
　
言
に
債
務
者
が
異
議
の
申
立
を
す
る
こ
と
を
無
言
の
う
ち
に
抑
圧
し
、
そ
れ
を
確
定
さ
せ
た
揚
合
（
即
9
N
罠
ρ
ミ
ρ
旨
≦
9
一
〇
〇
〇
押
oo
目
8
）
等

　
　
　
に
は
、
債
務
者
を
か
か
る
窮
地
に
陥
入
れ
、
こ
れ
に
損
害
を
加
え
た
こ
と
が
権
利
乱
用
又
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
に
よ
る
不
法
行
為
と
な
る
。

　
（
二
）
　
そ
の
他
の
判
例
に
つ
い
て
は
二
類
型
参
照
〇

三
　
学
説
ー
主
と
し
て
ド
イ
ッ
の
学
説

　
大
別
し
て
既
判
力
説
と
既
判
力
否
定
説
に
分
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

一
　
既
判
力
説
の
考
え
方

　
こ
の
立
場
で
は
、
判
決
は
、
不
法
訴
訟
で
あ
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
常
に
既
判
力
を
有
し
、
従
っ
て
、
損
害
賠
償
請
求
の
訴
に
抵
触
す

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
e
後
訴
に
於
け
る
不
法
行
為
の
訴
で
損
害
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
前
訴
判
決
の
認
定
が
不
当
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
前
訴
判
決
の
認
定
は
既
判
力
に
よ
っ
て
確
定
し
、
更
に
之
を
争
う
こ
と
は
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る

か
ら
、
も
し
不
法
行
為
の
訴
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
既
判
力
の
原
則
を
破
壊
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
⇔
不
当
利
得
の
訴
が
、
前

訴
判
決
の
既
判
力
と
相
容
れ
な
い
事
を
認
め
る
以
上
、
不
法
行
為
の
訴
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
㊧
民
事
訴

訟
法
は
判
決
の
実
体
的
確
定
力
に
関
し
て
、
積
極
的
規
定
を
設
け
て
は
い
な
い
が
、
確
定
判
決
は
五
七
八
条
以
下
（
日
民
訴
四
二
〇
条
以

下
）
の
規
定
で
認
め
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
争
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
で
、
他
の
方
法
を
以
っ
て
攻
撃
し
う
る
と
す
れ
ば
、
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

の
循
環
を
来
し
、
民
事
訴
訟
の
保
護
作
用
は
、
そ
の
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
こ
と
に
な
る
と
し
、
判
決
の
既
判
力
を
認
め
た
所
以
は
、
権
利

又
は
法
律
関
係
に
基
ぎ
、
そ
の
安
定
を
得
る
と
い
う
目
的
に
あ
る
か
ら
、
何
時
で
も
不
服
申
立
が
で
き
、
そ
の
確
定
に
反
す
る
主
張
を
な

さ
し
む
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
取
引
上
の
安
寧
秩
序
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
甚
し
い
不
法
の
現
象
の
あ
る
場
合
に
唯
一
の
例
外
と
し
て

　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

再
審
の
訴
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
場
合
を
外
に
し
て
、
確
定
判
決
の
効
力
を
排
斥
す
る
方
法
は
な
い
と
主
張
す
る
（
現
在
の
通
説
的
立
場
を
占

め
て
い
る
）
。
し
か
し
再
審
の
訴
を
以
っ
て
充
分
に
救
済
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
再
審
の
制
度
は
、
我
民
事

訴
訟
法
で
は
四
二
〇
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
法
は
旧
法
四
六
八
条
の
如
く
取
消
の
訴
及
び
原
状
回
復
の
訴
の
区
別
を
認
め
な
い

が
、
実
質
的
に
は
そ
の
区
別
を
認
め
ね
ば
な
ら
澱
。
四
二
〇
条
一
項
一
号
乃
至
三
号
に
記
載
さ
れ
た
再
審
事
由
は
、
裁
判
の
内
容
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
か
否
か
を
間
わ
ず
、
た
だ
重
大
な
手
続
上
の
蝦
疵
あ
る
こ
と
に
基
く
が
、
同
条
一
項
四
号
乃
至
一
〇
号
に
規
定
さ
れ
た
事
項

は
、
判
決
を
不
当
な
ら
し
め
た
実
質
的
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
が
再
審
の
事
由
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
行
法
中
当
事
者
の
一
方
が
欺
岡
手

段
に
よ
っ
て
、
判
決
を
得
た
場
合
に
は
、
四
二
〇
条
一
項
六
号
乃
至
七
号
に
該
当
す
る
。
原
告
の
訴
訟
詐
欺
に
つ
い
て
之
を
み
る
な
ら

ば
、
原
告
が
訴
訟
に
よ
り
、
故
意
に
虚
無
の
権
利
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
偽
造
又
は
変
造
の
文
書
、
そ
の
他
証
拠
を
提
出
し
て
、
或
い

は
証
人
．
鑑
定
人
、
通
事
を
教
唆
し
て
偽
証
、
偽
造
鑑
定
、
虚
偽
の
通
訳
を
さ
せ
、
又
自
ら
当
事
者
訊
間
に
於
て
宣
誓
し
た
上
、
虚
偽
の

陳
述
を
な
し
、
之
等
が
判
決
の
証
拠
と
な
っ
た
場
合
、
更
に
之
等
の
可
罰
行
為
に
付
い
て
、
有
罪
の
確
定
判
決
も
し
く
は
過
料
の
裁
判
が

確
定
し
た
と
ぎ
、
又
は
証
拠
欠
訣
以
外
の
理
由
で
、
有
罪
の
確
定
判
も
し
く
は
過
料
の
確
定
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

て
再
審
原
因
と
な
る
（
四
二
〇
条
二
項
）
。
従
っ
て
、
原
告
が
故
意
に
訴
訟
で
虚
無
の
債
権
を
主
張
し
、
且
つ
被
告
の
所
在
不
明
を
申
請
し

て
、
訴
状
弁
論
期
日
呼
出
等
が
公
示
送
達
に
付
さ
れ
た
結
果
、
最
初
に
な
す
べ
き
口
頭
弁
論
に
被
告
が
出
席
せ
ず
、
そ
の
欠
席
に
乗
じ
て

原
告
が
勝
訴
の
判
決
を
得
て
、
確
定
し
た
と
き
、
又
裁
判
所
が
宣
誓
を
さ
せ
ず
に
証
人
、
当
事
者
本
人
の
訊
問
を
し
、
そ
の
結
果
を
判
決

の
証
拠
と
し
た
場
合
に
、
そ
の
供
述
が
虚
偽
で
あ
っ
た
と
き
、
更
に
は
、
判
決
の
結
果
を
左
右
す
る
可
能
性
あ
る
重
要
な
証
拠
が
、
事
実

審
の
口
頭
弁
論
終
結
後
に
発
見
さ
れ
た
と
き
、
以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
ず
れ
も
刑
事
上
、
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
が
、
再
審
原
因
に



あ
た
ら
ぬ
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
事
態
に
対
す
る
民
事
上
の
救
済
方
法
に
欠
け
る
所
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
学

　
　
　
　
パ
　
レ

説
を
と
る
者
は
、
そ
の
解
決
を
再
審
原
因
の
狭
す
ぎ
、
再
審
期
間
の
短
ぎ
に
失
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
我
民
事
訴
訟
法

の
規
定
は
、
既
に
改
正
を
必
要
と
す
る
限
界
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

二
　
既
判
力
否
定
説
の
考
え
方

　
O
不
当
利
得
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
こ
の
立
場
で
は
、
判
例
理
論
（
即
P
N
」
る
9
N
ρ
ω
罷
旧
ω
O
”
8
㎝
る
曾
置
押
卜
ρ
ミ
旧
O
ど
困
即
O
P
ミ
O
）
の
如
く
、
一
方
に
損

害
賠
償
の
請
求
を
許
す
と
同
時
に
、
他
方
に
不
当
利
得
の
訴
を
拒
む
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
矛
盾
で
あ
り
、
判
決
債
権
者
が
法
律
上
の
原
因

な
く
し
て
利
得
し
た
と
い
う
主
張
に
よ
っ
て
、
既
判
力
を
否
認
し
得
な
い
な
ら
ば
、
債
権
者
の
態
度
が
良
俗
に
反
す
る
と
い
う
主
張
に
よ

っ
て
も
、
既
判
力
を
攻
撃
し
え
な
い
筈
で
あ
る
と
し
、
既
判
力
の
抗
弁
に
対
し
て
は
0
8
良
＆
o
霞
9
壱
一
く
色
一
昌
賞
ω
鼠
O
き
路
に

基
き
、
既
判
力
が
そ
の
効
力
を
失
う
旨
の
再
抗
弁
を
提
出
し
得
べ
き
で
あ
り
、
独
民
法
八
二
六
条
に
基
く
損
害
賠
償
の
訴
の
み
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

不
当
利
得
の
訴
に
よ
っ
て
も
、
勝
訴
者
が
不
当
に
取
得
し
た
判
決
に
基
い
て
給
付
し
た
も
の
の
返
還
を
請
求
し
う
る
事
を
認
め
る
。
そ
の

理
由
と
す
る
所
は
、
既
判
力
は
法
秩
序
維
持
に
役
立
つ
が
、
高
度
の
正
義
の
為
に
奉
仕
す
る
不
当
利
得
の
制
度
の
た
め
犠
牲
に
供
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
点
に
求
め
る
。
形
式
的
権
利
の
仮
面
の
下
に
、
不
正
と
犯
罪
を
目
的
と
す
る
態
度
を
是
認
し
得
べ
き
で
な
く
、
既
判
力
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

れ
自
体
尊
重
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
法
を
愚
弄
す
る
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
は
、
そ
の
乱
用
に
他
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

　
⇔
損
害
賠
償
説

　
こ
の
立
場
に
も
、
そ
の
根
拠
規
定
を
異
に
す
る
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
独
民
法
八
二
六
条
に
基
く
も
の
と
独
民
法
一
六
二
条
二
項
に

　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

基
く
も
の
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
立
場
に
立
脚
し
て
も
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
①
良
俗
違
反
の
行
為
に
よ
っ
て
確
定
判
決
を
取
得

し
た
者
は
、
既
判
力
に
よ
る
法
的
安
全
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑧
形
式
的
な
既
判
力
を
援
用
し
て
、
明
白
な
違
法
性
の
排
除
を

妨
げ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
司
法
の
威
信
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
⑧
再
審
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
は
不
完
全
で
あ
り
、
判
決
の

不
当
取
得
に
対
す
る
救
済
と
し
て
は
、
殆
ん
ど
役
立
た
ぬ
事
を
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

q
D民
法
八
二
六
条
説

　
①
判
決
の
既
判
力
・
法
平
和
の
保
証
も
、
判
決
の
確
定
力
・
既
判
力
の
著
し
い
乱
用
、
も
し
く
は
甚
し
い
狡
猜
な
術
策
に
影
響
さ
れ
た

不
当
判
決
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
発
想
よ
り
、
本
来
正
当
の
権
利
の
な
い
判
決
請
求
権
を
主
張
し
て
、

反
公
序
良
俗
的
な
方
法
を
用
い
て
勝
訴
の
結
果
を
得
た
こ
と
は
、
悪
意
に
よ
り
袈
疵
あ
る
権
利
実
現
を
し
た
場
合
で
、
こ
れ
を
許
容
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

こ
と
は
、
法
律
制
度
の
根
本
理
念
に
違
背
す
る
こ
と
。
⑧
或
い
は
判
決
の
既
判
力
は
、
同
一
の
事
案
に
つ
き
相
反
す
る
裁
判
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぎ
、
法
的
安
全
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
重
要
な
目
的
を
も
つ
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
法
秩
序
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
決
し
て
自
己
個
有
の
目
的
を
も
つ
も
の
で
な
い
。
だ
か
ら
既
判
力
を
民
事
訴
訟
の
動
か
し
え
な
い
軸
点
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

み
た
り
、
こ
れ
に
ふ
れ
る
事
を
忌
む
神
聖
な
ダ
ブ
ウ
の
よ
う
に
誇
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
③
ま
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
既
判
力

も
、
そ
れ
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
的
法
制
度
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
を
支
配
す
る
信
義
誠
実
の
命
令
に
よ
っ
て
限
界
ず
け
ら

れ
て
お
り
、
民
法
八
二
六
条
は
、
加
害
行
為
が
形
式
的
な
法
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
高
度
の
正
義
の
実
現
と
許

さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
克
服
に
役
立
つ
べ
き
で
あ
っ
て
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
よ
っ
て
禁
ぜ
ら
れ
た
訴
訟
上
の
制
度
の
乱
用
は
、
直
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

域
法
八
二
六
条
に
基
く
訴
に
導
く
と
す
る
。
㊨
同
じ
く
判
決
の
覇
束
力
ま
た
は
既
判
力
も
法
制
度
の
一
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
既
判
力
も



総
て
一
般
の
法
秩
序
と
同
様
に
、
公
序
良
俗
の
原
則
に
支
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
再
審
の
訴
は
反
公
序
良
俗
的
行
為
ば
か
り

で
な
く
、
そ
の
他
の
事
由
を
再
審
原
因
と
し
て
数
え
、
そ
の
不
当
判
決
の
形
式
的
並
び
に
実
質
的
効
力
排
除
の
訴
訟
上
の
手
続
を
規
定
し

て
い
る
が
、
判
決
の
実
質
的
効
力
を
排
除
否
認
す
る
そ
の
他
の
事
由
（
殊
に
実
体
法
上
の
理
由
叉
は
反
公
序
良
俗
性
に
基
く
排
除
事
由
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

を
制
限
抑
制
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
訴
訟
法
が
再
審
の
訴
に
よ
り
、
不
当
な
原
判
決
の
取
消
を
求
め
る
可
能
性
を
当
事
者
に
与
え
て
い
る

一
事
に
よ
り
、
実
体
法
上
の
理
由
で
、
判
決
の
既
判
力
を
排
除
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
⑤
判
決
の
成
立

に
つ
い
て
、
反
公
序
良
俗
的
行
為
が
影
響
を
与
え
た
場
合
に
は
、
民
訴
四
二
〇
条
五
、
六
、
七
号
に
比
肩
し
て
、
こ
れ
を
原
状
回
復
事
由

と
し
て
明
ら
か
に
規
定
す
る
こ
と
は
立
法
上
好
ま
し
い
（
例
一
九
一
一
二
年
独
民
訴
改
正
草
案
五
四
六
条
六
号
）
が
、
こ
う
し
た
改
正
が
行
わ
れ

な
い
以
上
、
判
決
の
既
判
力
を
あ
ま
り
に
強
大
に
考
え
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
な
救
済
的
解
釈
に
よ
り
（
実
体
的
正
義
に
優
位

を
認
め
）
敗
訴
者
を
保
護
し
て
然
る
べ
ぎ
て
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
こ
の
思
考
は
ド
イ
ッ
大
審
院
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
最
高
裁
判
所
が
、
有

　
　
　
（
一
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

力
な
学
者
の
反
対
に
も
拘
ら
ず
一
環
し
て
採
っ
て
き
た
実
践
的
な
立
場
で
あ
る
。

②
民
法
一
六
二
条
二
項
説

　
こ
の
説
は
「
条
件
ノ
成
就
二
因
リ
テ
利
益
ヲ
受
ク
ベ
キ
当
事
者
ガ
、
信
義
誠
実
二
反
シ
テ
之
ヲ
成
就
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
条
件
ハ
之

ヲ
成
就
セ
ザ
リ
シ
モ
ノ
ト
看
倣
ス
」
旨
の
独
民
一
六
二
条
二
項
の
規
定
の
準
用
な
い
し
類
推
に
よ
っ
て
、
当
事
者
が
信
義
誠
実
に
反
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

挙
動
に
よ
っ
て
作
出
し
た
事
実
か
ら
、
彼
に
有
利
な
訟
訴
状
態
を
導
く
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ク
ッ
ト
ナ
ー
は
、
当
事

者
の
一
方
が
信
義
則
に
反
し
て
判
決
を
招
来
し
た
場
合
に
は
、
本
条
に
従
い
、
条
件
は
成
就
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
べ
く
、
従
っ

て
．
判
決
の
外
部
的
存
在
に
拘
ら
ず
、
之
に
依
存
す
る
私
法
上
の
効
果
を
発
生
し
な
い
。
第
一
六
二
条
二
項
は
、
そ
の
文
言
上
訴
訟
当
事

　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

者
双
方
の
不
正
の
合
意
の
場
合
は
勿
論
、
判
決
の
従
た
る
効
力
に
つ
き
、
利
害
関
係
を
有
す
る
訴
訟
当
事
者
一
方
の
訴
訟
追
行
に
も
亦
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

用
さ
れ
る
が
、
事
実
条
件
の
故
意
の
成
就
に
付
ぎ
妥
当
す
る
こ
と
は
、
法
定
条
件
の
故
意
の
成
就
に
付
て
も
妥
当
す
る
と
い
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
我
国
に
は
相
当
規
定
が
な
い
。
し
か
し
、
民
事
訴
訟
に
於
け
る
信
義
則
は
之
を
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
信
義
則
が
当
事
者

相
互
間
に
於
け
る
実
質
的
衡
平
継
持
の
た
め
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
一
方
当
事
者
が
、
そ
の
妊
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
事
者
に

有
利
な
訴
訟
状
態
を
招
来
す
る
こ
と
は
、
相
手
方
当
事
者
に
対
す
る
関
係
で
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

形
式
的
に
承
認
さ
れ
る
彼
に
有
利
な
訴
訟
状
態
の
成
立
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
㊧
請
求
異
議
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）
　
　
　
　
　
（
一
九
）

　
以
上
の
立
場
に
対
し
て
、
請
求
異
議
の
訴
に
よ
る
べ
き
事
を
主
張
す
る
コ
ー
ラ
ー
・
及
び
ガ
イ
プ
の
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
不

法
訴
訟
の
生
ず
る
の
は
、
単
に
給
付
訴
訟
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
こ
の
立
場
の
み
で
は
救
済
に
値
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
独
民
法
八
二
六
条
の
不
法
行
為
を
構
成
す
る
理
由
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

e
は
、
不
法
行
為
を
認
め
て
も
確
定
判
決
の
既
判
力
に
抵
触
し
な
い
と
す
の
も
の
。
⇔
は
、
裁
判
所
を
欺
岡
し
て
判
決
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
判
決
は
確
定
す
る
が
既
判
力
は
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
に
つ
い
て
は
、
虚
無
の
権
利
に
基
い
て
判
決
を
搾
取
し

た
場
合
に
之
を
理
由
と
す
る
不
法
行
為
の
訴
は
非
済
弁
済
に
因
る
返
還
の
訴
と
同
様
に
、
確
定
判
決
に
依
り
確
定
さ
れ
た
請
求
権
が
存
在

し
な
い
こ
と
を
、
其
の
理
由
と
し
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
独
逸
大
審
院
が
、
確
定
さ
れ
た
債
務
の
不
存
在
を
理
由
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

返
還
請
求
の
訴
は
既
判
力
に
違
反
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
以
上
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
批
難
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い

て
は
、
実
体
判
決
が
一
度
確
定
す
る
と
他
の
訴
訟
で
裁
判
官
が
該
判
決
の
内
容
に
羅
束
せ
ら
れ
、
当
該
法
律
関
係
の
存
否
の
確
定
は
不
可



争
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
的
安
全
及
び
法
平
和
の
維
持
に
欠
く
こ
と
を
得
な
い
一
般
的
要
請
で
あ
り
、
当
事
者
は
そ
の
判
決

に
よ
り
確
定
し
た
所
に
従
っ
て
行
動
し
、
又
し
な
け
れ
ば
な
ら
殿
。
又
当
事
者
は
別
の
訴
訟
で
も
、
前
訴
訟
の
判
決
に
於
い
て
既
に
決
定

せ
る
法
律
問
題
は
、
之
と
同
様
に
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
確
信
を
有
つ
こ
と
に
な
る
。
矛
、
こ
で
権
利
が
一
度
確
定
判
決
に
よ
り
否
定

さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
事
者
は
最
早
既
判
力
に
反
し
て
其
の
存
在
を
主
張
し
え
な
い
と
す
る
こ
と
が
、
民
事
訴
訟
の
終
局
の
目
的
と
な
っ
て

い
る
。
既
判
力
が
確
定
判
決
に
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
民
事
訴
訟
は
其
の
存
在
意
義
を
喪
失
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
終
局
的
に
判

断
さ
れ
た
事
件
の
織
返
し
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
司
法
の
威
信
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
訴
訟
詐
欺
の
場
合
に
だ
け
例
外
を
認
め
る
根
拠
が
果

し
て
あ
る
だ
ろ
づ
か
、
詐
取
さ
れ
た
判
決
の
既
判
力
を
認
め
る
事
が
自
然
の
法
感
情
乃
至
正
義
感
に
反
す
る
と
い
う
だ
け
で
、
之
を
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
）

す
る
べ
き
充
分
の
根
拠
と
な
し
え
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
を
再
審
に
よ
っ
て
の
み
取
消
し
う
る
と
し
、
こ
の
方
法
に
よ
り
不
当
な
確
定
判

決
の
是
正
を
求
め
る
事
を
別
と
し
て
、
之
を
取
消
す
こ
と
な
く
、
確
定
判
決
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
な
が
ら
、
其
の
既
判
力
を
一
定
の

場
合
に
否
定
す
る
こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
話
び
房
営
＆
8
房
馨
き
身
ヨ
o
馨
の
命
題
は
裁
判
所
を
欺
圏
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

て
、
確
定
判
決
を
得
た
場
合
で
あ
っ
て
も
何
等
こ
れ
異
に
す
る
所
が
な
い
と
い
う
。
は
た
し
て
そ
の
よ
づ
に
見
る
べ
き
か
次
に
検
討
す
る

所
で
あ
る
。

　
一
方
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
我
国
の
学
説
を
み
て
み
る
と
、
大
体
三
つ
に
分
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヒ
三
）

一
は
損
害
賠
償
を
ば
不
法
行
為
に
よ
っ
て
認
め
る
と
す
る
立
場
。
二
は
適
法
行
為
の
違
法
性
の
理
論
に
よ
っ
て
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
）

肯
定
す
る
立
場
で
あ
り
、
三
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
既
判
力
説
で
あ
る
。

四
　
判
決
の
効
力
分
折

　
　
　
不
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訴
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三



　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

一
　
「
確
定
判
決
ハ
主
文
二
包
含
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
り
既
判
力
ヲ
有
ス
」
の
で
あ
り
、
既
判
力
は
確
定
判
決
に
つ
い
て
生
ず
る
「
事
後
効
」

の
一
種
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
一
当
事
者
間
、
同
一
「
訴
訟
の
目
的
」
に
つ
い
て
の
後
訴
を
拘
束
す
る
訴
訟
手
続
上
の
効
力
で
あ
る
。
①
民

事
訴
訟
を
ば
私
人
が
裁
判
上
権
利
を
行
使
す
る
手
続
だ
と
解
し
、
既
判
力
が
直
ち
に
実
体
法
上
の
効
力
だ
と
解
し
た
立
場
も
あ
っ
た
（
実

体
法
説
）
。
そ
し
て
こ
の
立
場
で
は
、
「
確
定
判
決
の
肯
定
す
る
権
利
が
既
存
の
権
利
に
合
致
す
る
と
き
は
判
決
の
作
用
は
単
な
る
確
認
に

す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
既
存
権
利
に
合
致
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
権
利
は
そ
の
判
決
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
）

判
決
は
権
利
消
滅
の
原
因
と
な
る
点
に
お
い
て
実
体
法
上
の
法
律
行
為
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
説
き
、
判
決
は
当
事
者
間
の
私
法
上

の
権
利
に
新
た
な
実
体
法
上
の
効
果
を
附
与
す
る
一
つ
の
権
原
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
判
決
の
法
創
定
力
は
実
体
法
と
訴
訟
法
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
V

綜
合
の
上
に
成
り
立
つ
法
規
範
的
効
力
で
あ
っ
て
、
実
体
法
の
面
か
ら
の
み
で
は
そ
の
根
拠
を
捉
え
え
な
い
。
②
こ
れ
に
対
し
既
判
力

を
、
単
に
後
訴
の
判
決
を
そ
の
内
容
に
お
い
て
拘
束
す
る
訴
訟
上
の
拘
束
力
と
み
る
立
場
（
訴
訟
法
説
）
で
は
、
権
利
を
形
成
す
る
行
為

は
主
と
し
て
実
体
法
が
定
め
て
居
り
、
判
決
は
単
に
実
体
法
上
の
存
否
を
有
権
的
に
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
当
判
決
は
勿
論
、
正
当

判
決
と
難
も
権
利
創
設
な
ど
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
不
当
判
決
の
勝
訴
者
は
敗
訴
者
に
対
し
て
の
み
判
決
で
認
め
ら
れ
た
権
利

を
主
張
し
う
る
に
止
ま
り
、
判
決
の
名
宛
人
以
外
の
者
に
は
主
張
し
え
な
い
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
勝
訴
者
が
敗
訴
者
に
対
し
て
不

当
判
決
の
肯
定
す
る
権
利
を
行
使
し
づ
る
の
は
、
一
に
訴
訟
法
が
確
定
判
決
に
与
え
た
既
判
力
の
効
果
に
外
な
ら
な
い
。
判
決
は
実
体
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
八
）

上
の
権
利
に
対
し
、
そ
れ
以
上
の
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
と
説
く
。
こ
の
説
は
後
訴
の
拘
束
力
に
説
明
の
重
点
を
お
き
、
既
判
力
が
訴
訟
手

続
上
不
可
争
の
効
力
を
生
ず
べ
き
実
体
的
根
拠
に
は
ふ
れ
な
い
学
説
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
学
説
に
従
う
場
合
に
は
、
不
当
判
決
に
よ

っ
て
権
利
の
創
設
さ
れ
た
如
き
結
果
が
生
ず
る
が
、
実
は
そ
れ
は
実
体
法
上
の
権
利
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
不
可
争
の
効
力
（
既
判



力
）
の
反
射
作
用
と
し
て
、
恰
も
実
体
法
上
の
権
利
の
発
生
し
た
如
き
結
果
を
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
再
審
の
訴

に
因
っ
て
そ
の
不
当
認
定
判
決
が
取
消
さ
れ
た
場
合
に
於
い
て
は
、
不
当
認
定
判
決
に
ょ
り
創
設
さ
れ
た
権
利
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
も

の
で
な
く
、
初
め
か
ら
存
在
し
な
い
権
利
を
存
在
せ
ず
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
③
と
こ
ろ
で
現
在
で
は
、
既
判
力
と
は
、
確
定
判

決
が
当
該
「
訴
訟
の
目
的
」
に
つ
い
て
生
ず
る
実
体
的
確
定
力
に
基
き
、
後
訴
を
拘
束
す
る
訴
訟
手
続
上
の
拘
束
力
を
云
う
と
定
義
づ
け

ら
れ
、
確
定
判
決
は
そ
の
法
的
妥
当
力
に
よ
り
、
訴
訟
制
度
上
「
訴
訟
の
目
的
」
に
つ
き
「
実
体
的
確
定
力
」
を
も
ち
、
そ
れ
に
根
拠
し

て
、
訴
訟
手
続
上
の
拘
束
力
と
し
て
の
既
判
刀
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
訴
訟
法
的
性
格
の
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
こ
の
説

に
よ
る
限
り
、
判
決
の
形
式
で
実
在
化
さ
れ
た
具
体
的
実
体
法
規
範
の
妥
当
範
囲
は
、
訴
訟
法
上
の
既
判
力
と
し
て
現
わ
れ
る
限
り
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
九
）

い
て
、
訴
訟
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
不
当
判
決
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
を
規
範
抵
触
の
場
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
体
法
規
範
は
、

一
面
、
社
会
規
範
と
し
て
社
会
人
の
自
発
的
遵
守
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
判
決
に
よ
り
否
認
さ
れ
た
義
務
を
自
発
的
に
履
行

し
、
叉
判
決
に
よ
り
是
認
さ
れ
た
虚
無
の
権
利
を
実
行
し
な
い
の
は
、
規
範
内
容
の
実
現
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
た
だ
当
事
者
間

の
意
見
の
合
致
せ
ぬ
限
り
、
判
決
の
形
式
で
実
在
化
さ
れ
た
具
体
的
法
規
範
が
、
訴
訟
手
続
上
「
規
範
力
」
を
も
ち
、
当
事
者
の
意
思
に

反
し
て
も
訴
訟
手
続
上
強
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
前
提
に
立
っ
て
不
法
訴
訟
の
既
判
力
を
検
討
す
る
。

二
　
判
決
は
、
国
家
意
思
の
宣
言
で
あ
り
、
当
該
事
件
に
関
す
る
具
体
法
を
創
定
す
る
。
し
か
し
て
そ
の
判
決
が
形
式
的
に
確
定
し
て
居

れ
ば
、
当
然
そ
の
規
範
的
効
力
に
よ
り
、
実
体
的
確
定
力
（
既
判
力
）
を
有
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
要
件
を
具
備
し
て
判
決
と
し
て
成

立
す
る
限
り
に
於
い
て
、
そ
れ
は
当
然
判
決
の
効
力
を
有
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
具
体
化
さ
れ
た
内
容
が
、
客
観
的
真
実
に
合
致
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
）

否
か
は
問
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
例
外
な
事
象
で
は
あ
る
が
、
裁
判
の
取
消
が
な
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
内
容

　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

上
の
効
力
を
発
揮
し
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
判
決
の
内
容
が
そ
れ
自
体
に
於
い
て
矛
盾
す
る
か
、
不
能
不
法
を
認
め
る
よ
う
な
場
合
で
あ

る
。
か
か
る
場
合
に
は
、
裁
判
は
成
立
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
判
決
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
一
）

効
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。
不
法
訴
訟
の
判
決
は
そ
の
中
間
的
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
の
判
決
の
認
定
が
客
観
的

事
実
と
合
致
す
る
通
常
の
場
合
に
は
、
判
決
の
実
質
的
効
力
、
即
ち
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
具
体
的
法
規
範
は
、
実
体
法
上
の
権
利
と

全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
助
こ
れ
に
反
し
て
、
判
決
の
認
定
が
容
観
的
事
実
に
合
致
し
な
い
い
わ
ゆ
る
不
当
判
決
の
場
合
に
は
、
判

決
内
容
に
相
応
す
る
実
体
法
上
の
権
利
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
鋤
更
に
又
判
決
の
内
容
自
体
が
不
法
な
場
合
に
は
、
判
決
は
存
在

す
る
が
、
そ
の
内
容
に
適
合
す
る
効
力
を
生
じ
な
い
場
合
で
あ
る
（
無
効
判
決
）
。
即
ち
そ
の
内
容
に
応
じ
て
発
生
す
べ
き
既
判
力
や
執

行
力
、
形
成
力
そ
の
他
い
わ
ゆ
る
構
成
要
件
的
効
果
等
の
効
力
を
有
し
な
い
場
合
で
、
実
体
法
上
の
関
係
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
場
合

で
あ
る
。
の
と
こ
ろ
で
不
法
訴
訟
の
判
決
の
場
合
に
は
、
判
決
そ
れ
自
体
を
以
っ
て
直
ち
に
違
法
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
判

決
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
規
範
が
、
実
体
関
係
上
不
法
性
を
も
つ
事
と
な
り
、
こ
れ
に
既
判
力
を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
不
法
を
保

護
す
る
結
果
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

三
　
と
こ
ろ
で
、
不
法
訴
訟
は
実
体
法
上
不
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
点
を
論
ず
る
こ
と
は
、
不
当
判
決
と
の
差
異
を
明
確
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
不
法
訴
訟
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
不
法
な
手
段
に
よ
っ
て
、
自
己
に
有
利
な
判
決
の
獲
得
を
最
終
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
．
そ
の
不
法
性
は
、
意
識
的
に
他
を
害
す
る
事
に
よ
っ
て
、
自
己
に
有
利
な
判
決
を
う
る
点
に
あ
る
。

　
従
っ
て
、
訴
訟
詐
欺
を
働
く
た
め
、
偽
造
・
証
書
を
提
出
し
又
は
他
人
を
偽
証
さ
せ
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
し
て
犯
罪
行
為
を
行
う
場
合

で
あ
っ
て
も
、
判
決
が
そ
れ
等
の
行
為
に
基
因
し
て
な
さ
れ
、
し
か
も
、
不
法
訴
訟
を
な
し
た
者
或
い
は
そ
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
者
に



有
利
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
要
之
に
、
不
法
訟
訴
が
不
法
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
故
意
に
自
己
に
有
利
な
判
決
を
受
け
る
当
事
者

の
主
体
的
活
動
の
存
す
る
こ
と
が
、
不
当
判
決
の
場
合
と
根
本
的
に
異
る
場
合
で
あ
っ
て
、
不
当
判
決
に
も
効
力
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

勝
訴
者
に
有
利
な
判
決
で
は
あ
る
が
、
所
謂
故
意
が
な
く
、
従
っ
て
又
反
公
序
良
俗
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

四
　
次
に
不
法
訴
訟
に
基
く
判
決
の
効
力
は
、
実
体
法
上
不
法
を
保
護
す
る
結
果
を
来
す
か
ら
無
効
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
「
判
決
は
当

事
者
間
の
法
律
関
係
を
定
め
、
之
を
覇
束
す
る
効
力
を
生
ず
べ
き
も
の
だ
か
ら
、
或
る
判
決
そ
の
も
の
の
内
容
よ
り
し
て
、
法
規
の
規
定

に
従
い
、
全
然
当
事
者
を
覇
束
で
き
な
い
事
が
明
か
に
な
れ
ば
、
其
の
判
決
は
其
の
内
容
に
適
合
す
る
効
力
を
生
じ
な
い
」
も
の
と
い
わ

れ
る
。
即
ち
、
「
判
決
は
、
法
律
を
解
釈
適
用
し
当
事
者
間
の
準
則
を
定
め
、
本
案
判
決
の
趣
旨
が
、
法
律
の
禁
止
し
た
事
項
又
は
法
が

許
さ
な
い
事
項
を
命
じ
、
或
い
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
は
、
其
の
内
容
に
適
合
す
る
効
力
を
生
せ
ず
、
当
事
者
聞
の
準
則
と
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
（
三
二
）

い
」
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
不
法
を
内
容
と
す
る
判
決
が
そ
の
内
容
に
適
合
す
る
効
力
を
生
じ
な
い
の
は
、
そ
の
内
容
が
不
法
で
そ
の
効

力
を
認
め
る
こ
と
が
、
実
体
法
上
不
法
を
認
め
る
結
果
を
来
し
、
民
事
訴
訟
が
法
規
を
維
持
し
、
正
当
な
権
利
者
を
保
護
し
よ
・
）
と
す
る

目
的
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
無
効
判
決
と
不
法
訴
訟
に
基
く
判
決
の
異
同
の
点
に
つ
い
て
論
究
す
れ
ば
、
判
決
の
内
容
自
体
が

不
法
で
あ
る
か
否
か
の
点
で
両
者
は
異
る
が
、
そ
の
効
力
が
実
体
法
上
不
法
を
保
護
す
る
結
果
を
生
ず
る
点
に
於
い
て
共
通
す
る
。
と
こ

ろ
で
確
定
判
決
は
、
そ
の
法
的
妥
当
力
に
よ
り
、
訴
訟
制
度
上
、
「
訴
訟
の
目
的
」
に
つ
き
「
実
体
的
確
定
力
」
を
根
拠
と
し
て
、
訴
訟

手
続
上
の
拘
束
力
と
し
て
の
既
判
力
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既
判
力
自
体
と
し
て
は
、
訴
訟
的
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

既
判
力
の
限
界
は
、
訴
訟
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
事
者
が
違
法
の
目
的
も
し
く
は
手
段
に
よ
っ
て
確
定
判
決
を
得
た
と

し
て
も
、
判
決
そ
れ
自
体
が
違
法
と
は
い
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
原
則
的
に
は
、
そ
れ
が
再
審
原
因
に
該
当
し
、
再
審
の
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訴
に
よ
り
取
消
さ
れ
な
い
限
り
、
手
続
上
の
拘
束
力
を
有
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
取
扱
わ
れ
る
間
題
は
正
に
再
審
に
よ
っ
て

は
救
済
さ
れ
な
い
事
件
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
体
法
上
、
拘
る
当
事
者
に
対
し
て
は
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
別
訴
に

よ
り
損
害
賠
償
を
提
起
し
た
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
に
於
い
て
既
判
力
も
制
限
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
即
ち
、
無
効
判
決
は
判
決
の
内
容
自
体
が
不
法
で
あ
り
、
既
判
力
の
否
定
が
一
般
的
な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
不
法
訴
訟
に
あ

っ
て
は
個
別
的
な
概
念
に
支
配
さ
れ
る
領
域
で
あ
り
、
具
体
的
個
別
的
に
結
果
的
に
既
判
力
の
否
定
を
生
ず
る
場
合
で
あ
る
。

（
一
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二
）
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三
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こ
の
点
、
我
国
で
も
細
野
長
良
・
「
民
訴
要
義
」
第
四
巻
一
八
頁
、
長
尾
章
・
「
訴
訟
詐
欺
と
不
法
行
為
」
志
林
四
一
巻
十
二
号
十
三
、
十
七

頁
、
岡
村
玄
治
・
「
無
権
利
者
の
裁
判
所
欺
岡
に
よ
る
勝
訴
の
確
定
判
決
と
損
害
賠
償
義
務
」
志
林
十
六
巻
十
二
号
一
九
～
二
〇
頁
、
兼
子
一
・

条
解
民
訴
H
二
二
六
頁
等
、
圧
倒
的
に
多
い
。

　
こ
の
点
、
独
民
訴
五
八
○
条
四
号
は
、
当
事
者
又
は
代
理
人
が
訴
訟
に
関
し
て
刑
罰
に
処
せ
う
る
べ
き
行
為
を
た
し
、
こ
れ
に
よ
り
が
判
決
な

さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
原
状
回
復
の
原
因
と
な
る
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
、
当
事
者
の
虚
偽
主
張
が
訴
訟
詐
欺
を
構
成
し
、
之
判
決
が
に
影

響
を
受
ぼ
し
た
と
ぎ
は
、
一
般
に
再
審
原
因
と
な
る
が
、
我
民
訴
法
と
同
じ
く
再
審
の
訴
提
起
期
間
は
五
年
の
制
限
が
存
在
し
、
且
つ
第
四
二
〇

条
と
同
趣
旨
の
規
定
が
存
在
す
る
た
め
、
折
角
訴
訟
詐
欺
に
付
き
有
罪
の
確
定
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
右
期
闇
の
経
過
に
よ
り
、
再
審
の
訴
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
（
勾
●
O
●
轟
9
ざ
①
8
一
認
）
◎



（
四
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
↓
ぽ
q
ヨ
ヨ
は
、
大
審
院
及
び
連
邦
裁
判
所
が
損
害
賠
償
請
求
の
救
済
を
支
え
て
い
る
揚
合
（
民
八
二
六
条
）
に
は
民
訴
五

　
　
八
○
条
の
再
審
原
因
が
あ
る
と
し
、
民
訴
法
五
八
○
条
所
定
の
再
審
原
因
が
厳
格
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
は
生
じ
な
い
と
い
5
。
即
ち
大
審

　
　
院
が
民
法
八
二
六
条
の
法
的
救
済
を
認
め
た
揚
合
に
は
民
訴
五
八
○
条
四
項
の
再
審
原
因
と
し
て
生
ず
る
。
民
訴
五
八
六
条
二
項
の
短
期
消
滅
時

　
　
効
の
延
長
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
↓
『
q
B
P
U
一
①
囚
一
囲
①
窪
ω
伽
o
o
8
切
O
切
ψ
O
o
o
）
①
O
ご
。
こ
の
点
、
我
国
の
学
者
も
こ
の

　
　
説
に
従
う
も
の
は
共
通
し
て
説
く
所
で
あ
る
。
長
尾
・
前
掲
十
九
頁
以
下
、
参
照
。

（
五
）
　
確
定
判
決
に
よ
っ
て
給
付
の
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
判
決
の
既
判
力
が
法
律
上
の
原
因
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
不
当
利
得
の
訴
は
既
判
力
を

　
　
以
っ
て
決
定
さ
れ
た
係
争
事
件
を
再
び
展
開
し
う
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
不
当
利
得
の
返
還
請
求
は
認
め
ら
れ
な

　
　
い
と
す
る
。

（
六
）
　
同
旨
、
山
田
正
三
「
訴
訟
不
法
行
為
に
因
る
不
当
判
決
の
効
力
」
京
法
十
三
巻
八
号
九
頁
。
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（
一
八
）

（
一
九
）

（
二
〇
）

（
二
一
）

（
二
二
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（
二
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）
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（
一
二
）
　
な
お
、
こ
の
事
は
判
決
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
訴
訟
上
確
定
判
決
と
同
様
に
取
扱
わ
れ
る
裁
判
上
の
和
解
、
調
停
に
つ
い
て
も
い
わ
れ

　
　
る
べ
く
、
そ
れ
等
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
公
序
良
俗
性
の
原
則
の
適
用
を
う
け
る
。
だ
か
ら
当
事
者
の
一
方
が
和
解
ま
た
は
調
停
の
事
実
上
の
基

　
　
礎
を
定
め
る
際
に
、
反
公
序
良
俗
的
な
影
響
を
与
え
た
場
合
は
、
和
解
又
は
調
停
の
実
質
的
効
力
は
発
生
し
な
い
。
従
っ
て
、
訴
訟
上
の
和
解
は

　
　
訴
訟
係
属
の
効
果
を
消
滅
し
な
い
。
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簿
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ω
●
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照
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ω
畠
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昌
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ρ
鋭
勲
ρ
ψ
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ρ
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）
　
ω
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β
日
α
q
似
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↓
お
ロ
仁
⇒
α
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帥
仁
げ
o
P
σ
q
昇
①
昌
望
拝
o
昌
仁
ロ
α
ω
o
げ
涛
”
昌
o
〈
R
げ
9
一
ヨ
国
蒔
8
β
一
巳
撃
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討
ぼ
①
F
N
N
㌔
O
P
ψ
8
ヌ
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〇
三
α
昌
0
5
ω
o
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毛
巴
N
R
一
ω
0
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0
の
N
一
〈
臨
窟
o
N
o
窪
8
げ
“
N
＞
仁
戸
ω
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鴇
O
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（
一
山
ハ
）
　
内
仁
什
什
昌
①
さ
U
一
〇
℃
ユ
〈
”
け
①
吋
Φ
O
ザ
け
＝
O
げ
O
口
Z
O
げ
O
昌
名
㌶
犀
仁
昌
ひ
q
O
口
α
O
『
N
一
く
出
信
『
貯
O
鵠
ω
●
N
O
一
開
・

（
一
七
）
　
間
題
は
当
事
者
間
の
衡
平
維
持
に
名
を
か
り
て
、
国
家
司
法
義
務
の
実
現
を
不
当
に
慨
怠
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
又
形
式
上

　
　
成
立
す
る
訴
訟
状
態
を
否
定
し
て
、
手
続
を
不
確
実
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
要
請
と
の
調
和
に
か
か
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
凶
く
●
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民
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畠
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冥
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σ
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凝
琶
ひ
q
凶
昌
ユ
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ω
9
s
N
三
膏
・
N
9
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）
ω
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一
ω
ρ
圏
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｝
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一
一
類
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堕
ω
國
馨
Φ
日
”
刈
oo
峰
・

＝
o
一
一
＆
堕
ω
閉
8
ヨ
”
刈
o
o
o
o
h
O
窪
℃
も
あ
3
冒
岡
図
N
塁
伽
ω
b
o
ド

中
村
（
宗
）
・
民
訴
下
巻
三
五
九
頁
、
宗
宮
信
次
・
「
訴
訟
手
続
乱
用
に
よ
る
不
法
行
為
」
法
曹
公
論
三
四
巻
十
一
月
号
十
三
頁
。



（
二
四
）

（
二
五
）

（
二
六
）

（
二
七
）

（
二
八
）

（
二
九
）

（
三
〇
）

（
三
一
）

　
　
一
九
頁
、

（
三
二
）

小
野
木
・
「
確
定
判
決
の
不
当
取
得
」
（
訴
訟
法
の
諸
問
題
）
六
五
頁
以
下
Q

細
野
・
要
義
四
巻
一
八
四
頁
、
兼
子
・
体
系
三
三
三
頁
、
山
木
戸
・
講
義
二
〇
三
頁
、
野
問
・
要
論
三
一
九
頁
、
そ
の
他
註
⇔
参
照
。

ド
イ
ツ
大
審
院
の
と
る
立
場
で
あ
り
、
勺
濃
窪
の
け
0
9
0
5
〆
o
置
R
”
勺
o
巨
ρ
等
の
支
持
す
る
学
説
Q

中
村
（
宗
）
・
民
訴
要
論
三
四
三
頁
。

≦
8
ダ
ω
鼠
P
頃
①
＝
＆
堕
甘
鍔
μ
菊
o
器
呂
震
騎
u
ω
鎧
R
u
切
o
鼠
9
R
℃
oD
昌
o
昌
評
ρ
切
き
ヨ
富
9
等
の
学
説
で
あ
る
Q

中
村
（
宗
）
・
「
訴
と
請
求
並
に
既
判
力
」
。
「
既
判
力
の
本
質
」
民
訴
講
座
三
巻
七
〇
七
頁
。

中
村
（
宗
）
・
民
訴
要
論
三
〇
三
頁
以
下
。

中
村
（
宗
）
・
民
訴
要
論
三
〇
二
頁
以
下
、
雑
本
三
二
二
頁
、
兼
子
三
三
二
頁
、
加
藤
・
民
訴
要
論
二
九
六
頁
、
三
ケ
月
．
民
事
訴
訟
法
三

　
　
判
例
、
昭
一
六
・
三
・
一
五
・
民
集
二
〇
巻
一
九
一
頁
、
昭
三
二
・
九
・
一
六
、
民
集
十
一
巻
一
五
三
三
頁
Q

雑
本
・
「
裁
判
の
無
効
」
（
民
事
訴
訟
法
の
諸
問
題
）
三
二
四
頁
。

四
　
む

す

び

　
判
決
の
既
判
力
は
、
同
一
事
件
に
つ
き
相
反
す
る
裁
判
が
行
わ
れ
る
事
を
ふ
せ
ぎ
、
法
的
安
全
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
重
要
な
目
的
を

も
つ
手
段
で
は
あ
る
が
、
コ
ー
ラ
ー
が
、
既
判
力
を
民
事
訴
訟
の
動
か
し
え
な
い
軸
点
と
み
た
り
、
こ
れ
に
ふ
れ
る
こ
と
を
忌
む
神
聖
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

タ
ブ
：
の
様
に
誇
張
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
と
正
当
に
も
主
張
し
た
如
く
、
既
判
力
も
数
多
い
法
秩
序
の
形
式
的
制
度
の
一
つ
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
V

そ
の
限
界
は
公
序
良
俗
の
原
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
判
決
は
正
当
な
権
利
を
実
証
し
正
義
を
発
揚
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
法
的
平
和
を
確
立
し
て
、
争
あ
る
当
事
者
間
の
将
来
の
法
律
関
係
に
、
確
固
た
る
基
確
を
つ
く
る
こ
と
に
役

　
　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
　
　
不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
要
請
が
競
合
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
官
が
具
体
的
な
個
々
の
場
合
に
応
じ
て
、
高
度
の
次
元

よ
り
こ
れ
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
捉
う
べ
き
必
要
性
は
既
判
力
制
度
の
目
的
で
あ
り
、
各
場
合
に
つ
い
て
の
法
の
規

定
精
神
と
、
そ
の
本
質
に
基
い
て
判
断
の
基
礎
と
す
べ
き
て
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
判
決
の
既
判
力
、
法
的
平
和
の
保
証
も
、
判
決
の

確
定
力
、
既
判
力
制
度
の
著
し
い
乱
用
又
は
甚
し
い
悪
意
の
手
段
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
判
決
の
場
合
に
は
、
こ
の
既
判
力
を
否
定
も
し
く

は
制
限
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
正
当
判
決
と
同
じ
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
、
法
の
根
本
理
念
に
反
す
る
と
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て

反
公
序
良
俗
的
行
動
に
よ
り
影
響
さ
れ
た
判
決
に
つ
い
て
は
、
実
体
法
上
は
不
法
行
為
を
構
成
す
る
が
、
更
に
進
ん
で
、
訴
訟
上
の
効
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

と
し
て
も
限
界
ず
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
再
審
の
訴
は
、
元
来
、
手
続
的
暇
疵
に
よ
る
原
判
決
の
取
消
で
あ
り
、
そ
の
手
続
暇
疵
を
通
し
て
実
体
的
暇
疵
の
排
除
が
行
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
反
公
序
良
俗
的
行
為
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他
の
事
由
を
再
審
事
由
と
し
て
数
え
、
そ
の
不
当
判
決
の
形
式
的
並
に

実
質
的
効
力
排
除
の
訴
訟
上
の
手
続
を
規
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
判
決
の
実
質
的
効
力
を
否
認
す
る
実
体
法
上
の
理
由
又
は
反
公
序

良
俗
性
に
基
く
排
除
事
由
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
再
審
原
因
と
さ
れ
て
い
な
い
。
故
に
勝
訴
判
決
が
勝
訴
者
の
反
公
序
良
俗
行
為

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
判
決
は
、
後
訴
の
裁
判
所
を
拘
束
し
な
い
と
み
る
必
要
が
あ
る
。
繰
返
す
べ
き
は
、
判
決
の
成

立
に
不
正
違
法
な
影
響
を
与
え
て
お
き
な
が
ら
、
既
判
力
を
主
張
悪
用
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
権
利
の
乱
用
で
あ
り
、
そ
の
判
決
の
拘
束

力
を
実
質
的
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
正
義
を
守
り
、
権
利
保
護
を
使
命
と
す
る
訴
訟
の
制
度
上
、
む
し
ろ
当
然
の
事
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
不
法
訴
訟
の
判
決
の
既
判
力
は
、
後
訴
の
裁
判
所
を
拘
束
し
な
い
と
み
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
と



思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
論
ず
べ
き
多
く
の
点
が
あ
る
が
、
改
め
て
近
い
期
日
に
、
不
法
訴
訟
に
つ
い
て
の
綜
括
を
試
み
る
べ

く
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
考
え
て
い
る
事
柄
の
一
端
を
不
充
分
な
が
ら
述
べ
る
に
と
と
め
た
。
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（
三
）
　
こ
の
点
、
シ
ェ
ン
ケ
は
、
ω
民
法
八
二
六
条
違
反
に
よ
り
生
じ
又
は
利
用
さ
れ
た
判
決
は
、
裁
判
所
を
拘
束
し
な
い
、
②
相
手
方
は
強
制
執
行

　
　
　
を
免
れ
る
た
め
一
方
の
当
事
者
に
対
し
、
判
決
の
取
戻
及
び
執
行
不
許
容
の
確
認
の
訴
が
提
起
で
き
る
Q
⑧
良
俗
に
反
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い

　
　
　
で
、
支
払
わ
れ
も
し
く
は
執
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
手
方
に
金
銭
賠
償
の
要
求
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
（
ω
魯
身
瞠
o
－
ω
o
ぼ
＆
R
2
凶
8
ρ
帥

　
　
　
鋤
。
ρ
ψ
oo
斜
O
ご

不
法
訴
訟
の
判
決
の
効
力

二
二


